
175th ECM Society Seminar
場所：基礎医学棟 2F 大学院第1講義室 対面形式

日時：2025年 3月27日（木）18:０0 ～ 19 :30

演題：末梢神経損傷に伴う視床回路の可塑的再構築
-thalamic circuit reorganization induced by peripheral nerve injury-

講師：東京女子医科大学医学部 生理学講座（神経生

理学分野） 植田 禎史 先生

Dr. Yoshifumi Ueta

要旨：末梢神経の損傷は、直接は障害されない遠く離れた中枢神経回路の配
線や機能を再構築する。この中枢可塑性は、末梢神経損傷に伴い高頻度で生
じる感覚異常や慢性疼痛である神経障害性疼痛の神経基盤に深く関与すると
考えられている。本研究ではマウスの体性感覚経路をモデルに、末梢神経損
傷が視床回路の構造や機能をどのように再構築するか、そして可塑性誘導に
どのような分子・細胞メカニズムが関与するかについて、これまで明らかに
してきた知見を中心に紹介したい。

連絡先 分子医化学 大橋俊孝 (7127, oohashi@cc)

この研究会は、博士課程授業科目の「研究方法論（基礎・応用）の授業としてカウントすることが可能です。
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